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「Franz Danzi:木管五重奏」 演奏のための考察 Ⅵ
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木管五重奏における各楽器のアンサンブルの組み合わせ

木管五重奏曲において、各楽器のアンサンブルは二重奏から五重奏まで 26通 りの組み

合わせが可能であり、各楽器の独奏での使用を含めると31通 りの組み合わせの使用が可

能である。本考察では5種の楽器のアンサンブルをA、 4種の楽器のアンサンブルをB、

3種の楽器のアンサンブルをC、 2種の楽器のアンサンブルをD、 1種の楽器の使用をE

として表わす。また、 3種のBoC'Dの 楽器の組み合わせは分類分けをする。

*ア ンサンブルの種類の記載は〈表1〉 、分類分けの表記は (表 2)を参照

(表 1〉 各楽器のアンサンブル

5種類の楽器のアンサンブル A

4種類の楽器のアンサンブル B

3種類の楽器のアンサンブル C

2種類の楽器のアンサンブル D

1種類の楽器のアンサンブル E
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(表 2)ア ンサンブルの分類

アンサンブル使用
楽器数

分類

5種類 A フルー ト オーボエ クラリネット ホル ン ファゴ ッヽト

Bl フルー ト オーボエ クラリネット フアゴ ノ`ト

B2 フルー ト オーボエ クラリネット ホル ン

B3 フルー ト オーボエ ホルン ファコ
｀
ッ ト

B4 フルー ト クラリネット ホル ン ファコ
｀ヽ
ノト

4種類

B5 オーボエ クラリネット ホル ン ファコ ッヽト

Cl フルー ト オーボエ クラリネット

C2 フルー ト オーボエ ファゴッ ト

C3 フルー ト オーボエ ホル ン

C4 フヅレー ト クラリネット ファゴッ ト

C5 フルー ト クラリネット ホル ン

C6 フルー ト ホル シ フアコ
'｀

ノト

C7 オーボエ クラリネット ファゴ ッヽト

C8 オーボエ クラリネット ホル シ

C9 オーボエ ホルシ ファゴッ ト

3種類

C10 クラリネット ホルン ファゴッ ト

Dl フルー ト オーボエ

D2 フルー ト クラリネット

D3 フルー ト ファゴッ ト

D4 フジレー ト ホル ン

D5 オーボエ クラリネット

D6 オーボエ ファゴ ッヽト

D7 オーボエ ホルン

D8 クラリネット ファゴ ッヽト

D9 クラリネット ホル ン

2種類

D10 ホルン ファゴ ッヽト

El フルー ト

E2 オーボエ

E3 クラリネット

E4 フアゴ ノ`ト

1種類

E5 ホル ン
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「Franz DanJ:木管五重奏」 う寅奏のための考察 Ⅵ

Franz Danzi/木 管五重奏曲 op.68 no.3

op.68n03の楽章構成は第 1楽章 Andante sostenuto― Allegretto、 第 2楽章 Andante、

第 3楽章 Menuetto、 第 4楽章 Allegro assaiで ある。クラリネットin B、 ホルンは in F

の表記がされている。

op68 n03の 考察 にお ヤヽて も、 Op.56n01・ Op 56 no.2・ op 56 no3・ op、 67 nO.1・ op 67

no 2に 使用 した分類記号を用いる。(表 3・ 4・ 5・ 6〉 のデータは各パー トの小節内で

の音価 (音符)の存在を演奏小節としたデータである。このデータよリアンサンブルの編

成と組み合わせ、またそれらの推移を考察する。小節内での拍間、数拍間内のアンサンブ

ルとその組み合わせの推移は、楽章全体及び楽曲全体の取 り扱いにおいて瞬間的なものと

判断し、本考察より除外する。

第 1楽章 Andante sostenuto― AIlegretto

・小節数 :232小節

使用アンサンブル :ア ンサンブル A・ B・ C・ D

アンサ ンブルの使用小節数

A:121小節、B192小節、C:13月 節ヽ、D:5小節

※158小節目が空白小節

第 1楽章は 232小節からなる。アンサンブル A・ B・ C・ Dの 4種類を使用 し、アンサ

ンブル Eの使用は無い。アンサンブルの編成と推移はアンサンブル A・ Bが基本となり、

アンサンブル C、 Dにてアンサンブル上のコントラスと卜が出ている。アンサンブル C

はAndante sostenutoで 2箇所、AllegrettOで 5箇所使用され、Andante sostenutoでの

冒頭部推移において、C→ B→ A、 D→ C→ B→ Aと アンサンブルを徐々に大きくして

いるのがE日 象的であり、C→ B→ Aの推移は Allegrettoの 冒頭部においても使用されて

いる。アンサンブル Dは Andante sostenutoで 1箇所、Allegrettoで 4箇所使用され、そ

の 推 移 は Andante sostenutoで A→ D→ C、 Allegrettoで A→ D→ Bが 2箇 所、

B→ D→ Bが 2箇所となっている。

使用アンサンブル分類及び、その推移は 〈表3)よ り次の通りである。

使用アンサンブル分類

アンサンブル A

アンサンブル B IBl、 B2、 B3、 B4、 B5
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アンサンブル C

アンサンブル D

Cl、  C4、  C8、 C10

Dl、 D9、 D10

・アンサンブル分類の推移

Andante sostenuto

C10(2)→ C8(2) → Bl(2)→ A(2)→ D10(1)→ C10(1)→ B5(1)→ A(3)
→ B5(2)→ A(5)→ B3(3)→ A(3)→ B2(1)→ A(4)

Allegretto

C10(2) → A(3)→ Cl(2) → A(4)→ C10

(2)→ B5(2)→ A(2)→ B5(2)→ A(6)→ D9(1)→ B4(1)→ D9(1)→ B4(3)

→ A(3)→ B4(1)→ A(1)→ B5(2)→ A(2)→ B4(4)→ A(1)→ Bl(4)→ C4

(1)→ A(5)→ B5(1)→ A(5)→ B4(1)→ A(15)→ B4(2)→ C10(1)→ B5(4)

→ A(1)→ B3(2)→ A(5)→ B5(3)→ A(7)→ B4(2)→ A(1)→ B3(2)→ A(2)
→ B3(1)→空白小節 (1) → A(2)→ Dl(1)→ B3(1)→ Dl(1)

→ B3(3)→ A(3)→ B3(1)→ A(1)→ B4(2)→ A(2)→ Bl(2)→ A(3)→ B5

(4)→ A(4)→ Bl(1)→ A(1)→ B5(1)→ A(4)→ B3(2)→ A(2)→ B5(1)

→ A(1)→ B5(1)→ A(1)→ B5(1)→ A(1)→ B5(1)→ A(16)

※ ( )は 連続使用小節、国内は同じアンサンブルでの分類変化

第 1楽章で使用されているアンサンブル B・ C・ Dは 12種の使用分類に分かれる。

B分類は全ての種類が使用され、B4が最も多く使用されている。使用には偏 りが見られ、

B2は Andante sostenutoに 1小節のみの使用で、B3・ B4・ B5が主になっている。また、

楽章終結に向け B5を 多用 している。B分類の連続使用箇所は Allegrettoに おいて 3箇所

有 り、B4→ B3、 Bl→ B3、 B4→ B3と 四重奏の組合せで変化をつけている。

C分類は Cl・ C4・ C8・ C10の 4種類を使用し、C2・ C3・ C5・ C6。 C7・ C9の使用は

無い。最 も多 く使用 されているC分類は C10で あ り、 4種類の C分類の使用場所は

Andante sostenuto及 び Allegretto冒 頭部 に集 まっている。C分類の連続使用箇所 は

Andante sostenuto曲 頭で 1箇所見られる。この変化は前述 したアンサンブル C→ B→ A
へのアンサンブル編成の推移の中での変化になっている。

D分 類 は Dl・ D9'D10を 使 用 し、D2・ D3・ D4・ D5・ D6・ D7・ D8の 使 用 は 無 い。

And孤澁 sostenutoで は二重奏～五重奏の編成に推移していくアンサンブルD→ C→ B→ A

部分において D10を 使用 し、Alegrettoに おいてはD9→ Wを連続 して変化させる場所、

Dl→ B3を連続して変化させ、その使用方法はAndante sos色lubと Alegrettoで 異なっている。

(8)→ B3(1) (1
'・

B3

B4(8)→ B3(2)
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第 2楽章  Andante

・小節数 :不完全小節 +82小節

使用アンサンブル :ア ンサンブル A・ B・ C・ E

・アンサンブルの使用小節数

A:48小節、B:小節 14、 C:20小節、E:不完全小節

第2楽章は不完全小節+82小節からなり、アンサンブル A・ B・ C・ Eの 4種類使用し、

アンサンブルDの使用は無い。この楽章はアンサンブルCが Bよ りも使用数が多いのが

特徴である。アンサンブルの編成と推移はアンサンブルAが Bや Cを挟み込むような形

で繰り返している。楽章の始まりはクラリネットの独奏であるアンサンブルEか ら推移

していく。

使用アンサンブル分類及び、その推移は 〈表4〉 より次の通りである。

・使用アンサンブル分類

アンサンブル A

アンサンブル B IBl、 B4、 B5

アンサンブル Ci C6、 C10

アンサンブル E I E3

・アンサンブル分類の推移

E3(不完全小節)→ C10(7)→ A(7)→ B4(3)→ A(1)→ B5(3)→ A(4)→ B5(1)
→ A(6)→ Bl(4)→ C10(7)→ A(7)→ C10(1)→ A(1)→ Bl(1)→ A(2)
→ Bl(1)→ A(8)→ C6(2)→ B4(1)→ C10(3)→ A(12)

※ ( )は連続使用小節、国内は同じアンサンブルでの分類変化

第 2楽章で使用されているアンサンブルBoC・ Eは 6種の使用分類に分かれる。

B分類は Bl・ B4・ B5を 一様に使用 しB2・ B3の 使用は無 く、C分類は C6・ C10の 2

種類を使用 し、Cl・ C2・ C3・ C4。 C5'C7・ C8。 C9の使用は無い。B分類 C分類ともに、

分類の連続使用箇所は無 く、明確な Aと のコントラス トになっている。
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(表 4)第 2楽章  Andante

第 3楽章 Menue■o

・小節数 :不完全小節 +114小節

使用アンサンブル :ア ンサンブル A・ BoC・ E

アンサンブルの使用小節数

A:37小節、B:57小節、Ci6小節、E:不完全小節 +14小節

第 3楽章は不完全小節 +114小節からなる。アンサンブル A・ BoC・ Eの 4種類を使

用 し、アンサンブル Dの使用は無い。アンサンブルの使用数では他の楽章と異なリアン

サンブルBを最 も多 く使用 している。アンサンブルの編成と推移はアンサンブルAと B

との繰 り返しを基本とし、その間にアンサンブル C・ Eを挿入 して大きなコントラスをつ

けている。オーボエの独奏であるアンサンブル Eと アンサンブル A・ BoCと のコントラ

スが印象的になっている。

使用アンサンブル分類及び、その推移は 〈表5)よ り次の通りである。

・使用アンサンブル分類

アンサンブル A

アンサンブル B IBl、 B2、 B3、 B4、 B5

アンサンブル C iCl、 C4、 C6、 C8
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アンサ ンブル E I E2、 E5

・アンサンブル分類の推移

W[enuetto

E2(不 完全小節 +3)→ B5(2)→ Bl(1) → A(2)→ E2(3)→ B5(1)→ A(4)
→ B5(1)→ A(2)→ Bl(3)→ B3(4) → A(2)→ E2(3) → A

(2)→ Cl(3)→

Trio

Bl(5)―→B4(1) → A(1)→ E2(2)→ C8(1)→ B5(1)→ A(10)

B5(9)→ E2(1)→ B5(10)→ E5(1)→ A(8)→ Bl(1)→ A(1)→ E2(1)→□

(10)→ Bl(1) → C4(1)→ A(1)→ B2(1)→ A(1)→ C6(1)→ A(1)→ B2(2)

→ Bl(1) → A(2)

※ ( )は連続使用小節、□内は同じアンサンブルでの分類変化

第 3楽章で使用されているアンサンブルBoC・ Eは 11種類に分かれる。

B分類は全ての種類が使用され、B5が最も多く使用されている。使用には偏 りが見られ、

B2は Trioでのみ使用され、B3・ B4は Trioでは使用されていない。B分類の連続使用箇

所は6箇所有 り、B5→ Blの 3箇所 とBl→ B3、 Bl→ B4、 B2→ Blで三重奏の組合せ

に変化をつけている。

C分類は Cl・ C4・ C6。 C8が使用され、C2。 C3・ C5・ C7・ C9。 C10の 使用は無い。C

分類は明確に使用箇所が分かれ、C4と C6は Trioでのみ使用され、Cl・ C8は TriOで使

用は無い。

E分類は E2を不完全小節 +13小節、E5を TriOで 1小節使用 し、El・ E3・ E4の使用

は無い。

B5(2)―→Bl(1)
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Trio/meno mosso(表 5〉 第3楽章 Menuett/Allesro

第 4楽章  A‖egro assai

・小節数 :202小節

使用アンサンブル :ア ンサンブル A・ B・ C・ D・ E

。アンサンブルの使用小節数

A:68小節、B199小節、C:24刀 節ヽ、D:8対 節ヽ、E11月 節ヽ

※87・ 88小節が空白小節

第 4楽章は 202小節からなり、全種類のアンサンブルを使用 している。アンサンブルの

編成と推移はアンサンブル Aと Bの繰 り返 しを基本とし、その繰 り返 しの間や連続する

Bの間にCoD及 びクラリネットの独奏であるEが挿入され、豊かなコントラスとが浮

かび上がっている。

使用アンサンブル分類及び、その推移は 〈表5)よ り次の通りである。
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使用アンサンブル分類

アンサンブル A

アンサンブル B IBl、 B2、 B3、 B4、 B5

アンサンブル C iCl、 C2、 C6、 C7、 C8、 C9、 C10

アンサンブル D:D7、 D10

アンサンブル E:E2

・アンサンブル分類の推移

B4(4)→ c6(1),B4(3)→ C10(1) → A(4)→ C2(2)→ Bl

旦 → A(6)→ C9(1)→ B5(4)→ D7(1)→ D10(7) → C10(1)→ B2(8)→ A(3)
→ A(2) → A(7)→ C10(3)→ A

(1)→ Cl(3)→ B2(1)→ C8(1)→空白 2小節→ C9(2)→ B5(2)→ C9⑭ ≧煙昼 (現

→ B3(8) → A(1)→ B4(6)→ A(1)→ B5(1)→ A(15)

(2) → A(4)→ C2(2)→ A(2)→ B5(4)→ E2(1)→ B5(7)→ A(1) B3(8)

→ Bl(1)→ B3(1) → A(2) → A(7)→ C7(3)→ A(1)→ B2

(3)→ A(1)→ B4(2)→ A(8)→ C2(2)→ B3(5)→ A(2)

※ ( )は 連続使用小節、□内は同じアンサンブルでの分類変化

第 4楽章で使用されているアンサンブル BoC・ D・ Eは 15種類に分かれ、全楽章で最

も多い種類で成 り立っている。

B分類は全ての種類が使用され、B4が最も多く使用されている。使用には偏 りが見られ、

Blの使用は6小節と少なく、最も多 く使用されているB4は楽章後半部より著 しく使用

小節数が減っている。B分類の連続使用は 7箇所有 り、B4→ B5、 Bl→ B3が 2箇所、

B5→ B3、 B4→ Bl→ B3、 Bl→ B3→ B4、 B3→ Bl→ B3、 となっている。この 7箇所

全てにおいて、B分類の連続後はAに推移 している。

C分類は Cl,C2・ C6・ C7・ C8・ C9'C10の 7種類を使用し、C3・ C4・ C5の使用は無

い。全楽章を通 して最 も多い種類の C分類を使用している。C分類からの推移はAへの

推移が 3箇所、他は全て B分類へ推移 している。

D分類は D7・ D10の 2種類を使用し、Dl・ D2・ D3・ D4・ D5。 D6,D8・ D9の使用は

無い。D分類の連続使用は 1箇所有 り、D7→ D10に変化 している。

E分類は E2を 使用し、El、 E3、 E4、 E5の使用は無い。

→ B5 1)

B4(1)→ Bl(1)→ B3(1) Bl(1)→ B3(1)

Bl(1)→ B3(2)→

(1)→ B3
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(表 6)第 4楽章 AIlesro assai
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op.68 no.3全楽章をとおして

全楽章をとおしてアンサンブルは5種類の楽器の組合せであるアンサンブル Aと 4種

類の楽器の組合せであるアンサンブルBが多 く使用されている。第 1楽章はアンサンブ

ル A・ BoC・ Dを使用し、第 2・ 3楽章はアンサンブル A・ B,C,Eの使用、第 4楽章

は全種類のアンサンブルを使用し第 1・ 4楽章と第 2・ 3楽章との変化が見られる。アン

サンブル分類の使用では、第 1楽章では 12種類十A、 第 2楽章では6種類十 A、 第 3楽

章では 11種類十 A、 第 4楽章では 15種類 +Aと 各楽章と分類使用数が異なり、楽器の

編成は変化に富んでいる。op68 n03全 楽章をとお して使用されていないアンサンブル分

類は、C分類では C3・ C5の 2種類、D分類では D2・ D3・ D4・ D5'D6・ D8の 6種類、

E分類では El・ E4の 2種類であり、二重奏は限定された使用で少なく、使用小節数及び

アンサンブルの推移から五重奏・四重奏部分の繰 り返しの中で三重奏を使用 している。二

重奏部分は第 1・ 4楽章に、独奏部分は第 2・ 3・ 4楽章に使用 し、五・四重奏部分の繰

り返しと三重奏部分の間に挿入されアンサンブル上のコントラス トが浮かび上がっている。

※名古屋芸術大学研究紀要第 31巻「Franz Dantti:木 管五重奏」演奏のための考察Ⅳ Op67 n02の訂正 :く表

3・ 4・ 5・ 6)に おいて、ホルンin Dは ×→ホルンin Eが○。使用楽譜出版社は 11■ternational Music

Company。
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「Fralaz Dal■ zi t木管五重奏」演奏のための考察Ⅲ Op 56 no3

・著 :依田 嘉明 野牧 弘周/名古屋芸術大学研究紀要 第 29巻

「Franz Dal■ 云:木管五重奏」演奏のための考察Ⅳ Op67nOl
・著 :l衣田 嘉明・野牧 弘周/名古屋芸術大学石升究紀要 第 31巻

「Franz Dantti:木 管五重奏」演奏のための考察Ⅳ Op67n02
・The New GROVE Dictionary of Music andふなusicians

使用楽譜出版社

・ /ヽ1usica Rara

・Breitkopf&Hartel
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